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お問合せ先

府中キャンパス
〒183-8509　東京都府中市幸町 3-5-8
● JR 中央線「国分寺駅」下車
    南口 ２番乗場
　「府中駅行きバス（明星学苑経由）」約 10 分　
     「晴見町」バス停下車
● 京王線「府中駅」下車
     北口 ３番乗場
     「国分寺駅南口行きバス（明星学苑　経由）」約 7分
      「晴見町」バス停下車
● JR 武蔵野線「北府中駅」下車
     徒歩約 12 分

小金井キャンパス
〒184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16
● JR 中央線「東小金井駅」
　 南口 徒歩約 8分
     nonowa 口 徒歩約 6分
● JR 中央線「武蔵小金井駅」
     南口より徒歩約 20 分

https://www.tuat-global.jp/
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府中キャンパス（本部・農学部）
●JR中央線 国分寺駅より　
　南口 府中駅行バス
　（2番乗場 明星学苑経由） 約10分 
　東京農工大学前下車
●京王線 府中駅より
　北口 国分寺駅南口行バス
　（3番乗場 明星学苑経由） 約7分 
　東京農工大学前下車
●JR武蔵野線 北府中駅より
　徒歩約12分

小金井キャンパス（工学部）

小金井キャンパス

小金井キャンパス

●JR中央線 東小金井駅
　南口より徒歩約8分
　nonowa口より徒歩約6分
●JR中央線 武蔵小金井駅
　南口より徒歩約20分

先端産学連携
研究推進センター（URAC）

3F  先端産学連携研究推進センター
2F  研究支援課 産学連携室  

管理棟
CUBE
管理棟
CUBE

先端産学連携研究推進センター
（インキュベーション施設）

※技術的な研究内容、連携に関する
　ご相談はURACまで

〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-16
TEL：042-388-7550、7273
FAX：042-388-7553
E-ｍail：urac@ml.tuat.ac.jp

研究推進部研究支援課
※事務的なご相談は研究支援課まで
●研究支援課（府中）
〒183-8538 東京都府中市晴見町3-8-1
TEL：042-367-5639 　FAX：042-367-5898
E-mail：kenkyu1@cc.tuat.ac.jp

●研究支援課 産学連携室（小金井）
〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-16
TEL：042-388-7008 　FAX：042-388-7280
E-mail：kenkyu2@cc.tuat.ac.jp
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ご挨拶

グローバルイノベーション研究院
研究院長  亀田 正治

東京農工大学は、 農学、 工学およびその融合領域における科学
的探究を通じ、 世界第一線の研究大学となることを目指しています。
平成 28 年度に、 先進的な研究成果を持続的に創出する研究特
区として、 「グローバルイノベーション研究院」 を設置しました。
グローバルイノベーション研究院では、 本学の重点分野である食料 ・
エネルギー ・ ライフサイエンスを中心に国際共同研究を推進するととも
に、 国際的に活躍する優秀な若手研究者の育成に力を注いでいま
す。
世界の第一線で活躍する外国人研究者を本研究院に迎え本学教
員と戦略的研究チームを結成し、 併せて本学教員と大学院生の海
外派遣を行うことにより、 最先端の国際共同研究を行うことができる
仕組みを構築しています。
更なる機能強化と世界トップレベルの研究水準を目指し、 国際共同
研究拠点 Global Research Hub を設置し、 国際的な頭脳循
環を継続する拠点の形成に取り組んでいます。
今年度も、 国際連携に基づく新機軸の創成と世界レベルの研究力
の更なる強化を牽引する研究特区として邁進してまいります。

事業概要



沿革
平成 26（2014）年度
　グローバルイノベーション研究機構（研究特区）　設置
　　戦略的研究チーム 9 チーム体制で発足

平成 28（2016）年度
　大学院グローバルイノベーション研究院（研究組織）　設置
　  　グローバルイノベーション研究機構、 女性未来育成機構、 テニュアトラック推進機構、
 　イノベーション推進機構を統合する研究院として発足

平成 30（2018）年度
　分野グループと分野融合拠点を設置

令和元（2019）年 7 月
　イノベーション推進機構が GIR から別学内施設へ移行

令和 4（2022）年度
　国際共同研究拠点 Global Research Hub　設置
　　分野グループと分野融合拠点を廃止
 
令和 5（2023）年度
　国際共同研究拠点 Global Research Hub に以下 2 拠点を設置
　 ・ 動物共生情報学拠点
　 ・ 栄養塩マネジメント学拠点



食料分野食料分野
 世界が直面する課題の一つとして “食
料” の問題が挙げられる。特に、食糧
不足はアジア太平洋地域を中
心に地球規模の課題となっている。ま
た、地球環境問題は食料問題と密接に
関連している。
 重点分野 “食料” では、食料生産や環
境分野の課題解決を目指す。

エネルギー分野エネルギー分野
 近年の世界的なエネルギー消費量増大
は今後も継続的な増加が見込まれ、エ
ネルギー問題は人類が直面する大きな
課題である。
 重点分野 “エネルギー” では、キャパ
シタ、LED 開発、イオン液体の応用を
基軸として、エネルギーの課題解決を
新たな局面で推進する。

ライフサイエンス分野ライフサイエンス分野
 人類の健康と幸福を大きく左右するラ
イフサイエンス研究は食料問題やエネ
ルギー問題の課題解決を支える基盤技
術としても重要である。
 重点分野 “ライフサイエンス” では、
タンパク質科学や生命医科学を中心と
して、先端技術の開発研究を推進する。

洪水緩和における
世界の農業システムの役割の解明

ジュリアン ブランジェ チーム

ジュリアン ブランジェ 准教授
農学研究院
国際環境農学部門

Dr. Simon Gosling
University of Nottingham 

(U.K.)

加藤 チーム

加藤 亮 教授
農学研究院
国際環境農学部門

Dr. Claudio Gandolfi
University of Milan

(Italy)

スマート農業による節水灌漑を通じた
流域スケールの生態系サービス評価に関する研究

小池 伸介 教授
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院

Dr. Tatsuya Amano
The University of Queensland

 (Australia)

生態系サービスのシナジーとトレードオフを配慮し
た生物多様性および生態系保全に関する研究

小池 チーム

福原 敏行 教授
農学研究院
生物制御科学部門

Dr. Rowan F. Sage
University of Toronto

(Canada)

植物の生物ストレスおよび
環境ストレス応答機構の解明とその応用

福原 チーム
環境ストレス下における

作物栽培に貢献する生物間相互作用の研究

大津 チーム

大津 直子 教授
農学研究院
生物生産科学部門

Dr. Gary Stacey
University of Missouri

(U.S.A)

環境負荷低減型持続的食料生産体系
確立のための土壌評価システムの構築

豊田 チーム

豊田 剛己 教授
農学研究院
生物システム科学部門

Dr. Karl Ritz
University of Nottingham

(U.K.)

福田 信二 教授
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院

Dr. Jirka Šimůnek
University of California, 

Riverside (U.S.A.)

時空間多次元データを活用する
予測農学国際研究拠点の形成

福田 チーム梶田 チーム

梶田 真也 教授
農学研究院
生物システム科学部門

Dr. John Ralph
University of Wisconsin

(U.S.A.)

生体成分の生成機構の解明と
生体システムを模した各種機能性分子の開発

Dr. Xu Fang
University of Southampton 

(U.K.)

久保　若奈 教授
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院

機能性メタサーフィスによる，IoT システム駆動のための
メタマテリアル環境発電素子の実現

久保 チーム

田中 剛 教授
工学研究院
生命機能科学部門

Dr. Chris Bowler
Institut de Biologie de l ʻEcole

Normale Supérieure (IBENS) (France)

ブルートランスフォーメーションによる
持続的なモノづくり戦略基盤の構築

田中 剛 チーム

ﾎﾟﾝｻﾄｰﾝ ﾗｸｼﾝｼｬﾗｰﾝｻｸ 教授
工学研究院
先端機械システム部門

Dr. Frédéric Barlat
Pohang University of Science

and Technology (Korea)

SMART:
戦略的モビリティ連携研究推進チーム

ポンサトーン チーム

富永 洋一 教授
工学研究院
応用化学部門

Dr. Jusef Hassoun
University of Ferrara

(Italy)

次世代グリーンエネルギーデバイスに貢献する
機能性有機・高分子材料の開発

富永 チーム

水内 郁夫 教授
工学研究院
先端機械システム部門

Dr. Václav Hlaváč
Czech technical university

(Czech Republic)

情報学・ロボティクス・サイバネティクス・人工知能
に関する国際共同研究体制構築による

三次元自在移動自律制御ロボットの実現

水内 チーム

岩間　悦郎 准教授
工学研究院
応用化学部門

Dr. Patrice Simon
Paul Sabatier University 

(France)

カーボンニュートラル実現に向けた
次世代ポストリチウム蓄電池の創製

岩間 チーム

櫻井 香里 教授
工学研究院
生命機能科学部門

Dr. Bengang Xing
Nanyang Technological University

(Singapore)

新規創薬モダリティーの開拓を指向した
抗がん・抗菌薬シーズ開発と標的探索

櫻井 チーム

梅林 健太 教授
工学研究院
先端電気電子部門

Dr. Janne Lehtomäki
University of Oulu

(Finland)

アナログ・ディジタル部の連携による
新たなテラヘルツ帯情報通信機器

梅林 チーム

川野 竜司 教授
工学研究院
生命機能科学部門

Dr. Takanari Inoue
Johns Hopkins University

(U.S.A.)

脂質モダリティ :
脂質代謝解析から人工細胞膜構築まで

川野 チーム

臼井 達哉 准教授
農学研究院
動物生命科学部門

Dr. Wael Mohamed El-Deeb
King Faisal University

(Saudi Arabia)

非モデル生物のオルガノイドを用いた
研究基盤の構築

臼井 チーム

矢田部 浩平 准教授
工学研究院
先端電気電子部門

Dr. Andrzej Cichocki
Polish Academy of Science

(Poland)

深層学習と数理モデリングの融合による
スモールデータ AI

矢田部 チーム

黒田 裕 教授
工学研究院
生命機能科学部門

Dr. Yves L. Janin
Muséum National d'Histoire

Naturelle/INSERM/CNRS (France)

近未来にアウトブレイクする変異型ウイルス感染
症に迅速に対応するための研究

黒田 チーム

福谷 洋介 助教
工学研究院
生命機能科学部門

Dr. Hiroaki Matsunami
Duke University School of 

Medicine (U.S.A.)
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国際共著論文の実施状況

研究課題︓生体硬組織の硬さと強さの制御機能の解明と材料への応用
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Vaccine design
The cover image draws on aspects of Bauhaus artist Paul Klee’s famous notebooks to reimagine the quest for a vaccine

against SARS-CoV-2. The drive to create an effective vaccine to mitigate the COVID-19 pandemic has seen researchers
move from genetic sequence of the virus to clinical trials at unprecedented speed. This week’s issue features a number of

papers that probe design strategies and clinical trial results for vaccine candidates to combat the virus. In addition, a

Review presents a round-up of vaccines in development, noting that signs so far suggest that a safe and effective vaccine
could be realized on a timescale of months rather than years.

Cover image: Nik Spencer for Nature.
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Why decoding the immune response to COVID matters for vaccines
Nature’s second progress report on the pandemic looks at the key factors to making vaccines safe, effective and welcomed by the public.

Editorial  21 Oct 2020

COVID-19 vaccines: time to talk about the uncertainties
Plan now for decisions on which vaccines should go to whom, when and how often.

Kanta Subbarao

World View  20 Oct 2020

Famed geyser Old Faithful went quiet in drought’s grip
Future climate change could slow the eruptions of the legendary volcanic spring.

nature  volumes  volume 586  issue 7830

論文名︓Toughening mechanisms of the elytra of 
the diabolical ironclad beetle
Nature 586, 543-548 (2020)
DOI10.1038/s41586-020-2813-8

David Kisailus 教授

カリフォルニア大学
アーバイン校（米国）

新垣 篤史 教授

東京農工大学

GIR研究チームでの活動を通して得たもの
  ・信頼できる海外パートナー
  ・学生を交えた2週間に一度の自由なディスカッション形式の打ち合わせの機会
  ・海外パートナー機関と本学双方での博士課程への進学者

◆2019 - 2021 年度　新垣研究チーム

研究課題︓生体系サービスのシナジーとトレードオフを配慮した生物多様性および生態系保全に
　　　　　　　関する研究

天野 達也 博士

クイーンズランド大学
（オーストラリア）

赤坂 宗光 教授

東京農工大学

◆2021 - 2023 年度　小池研究チーム

論文名︓ The role of non-English-language science in informing
national biodiversity assessments
Nature Sustainability 6 (7) , 845-854 (2023)
DOI10.1038/s41893-023-01087-8
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Advancing zinc batteries for market adoption
Aqueous zinc batteries offer a more sustainable solution to the ever-growing energy storage demands. The hybrid

electrolyte design proposed by Ji and colleagues raises the efficiency of the zinc metal anode to nearly 100% even under
stringent conditions, getting this battery technology closer to practical applications.

See Jiang et al.

Image: Francesco Scatena / Alamy Stock Photo. Cover Design: Valentina Monaco.
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Moving forward with batteries
As the research community remembers John Bannister Goodenough for his contributions to the development of batteries, we reflect on his legacy, what it means to sustainability and where
we go next in the quest for a more sustainable future.

Editorial  21 Jul 2023

Most rocks trap CO
Carbon capture technologies are of utmost importance for the mitigation of climate change. Now, a study shows that all polymineralic rocks, regardless of their composition, can trap
significant amounts of CO  through mechanochemical processing.

Ioannis Rigopoulos

News & Views  13 Mar 2023

2

2

Upcycle for enhanced performance
A method for recycling cathodes without fully breaking down the valuable material, and then upgrading it, produces batteries that can provide stable operation at high voltages, enabling
enhanced energy-storage possibilities.

nature  nature sustainability  volumes  volume 6  issue 7

GIR 研究チームでの活動を通して得たもの
   ・ コロナ禍のネガティブな変化の抑制
   ・ トップレベル研究者と交流することでの学生への刺激
  

戦略的研究チーム PICK UP国際共同研究の実施状況

トップを走る研究者の研究に対する姿勢を肌で感じ、
   ・ トップジャーナルへ投稿することの重要性を実感
   ・ 研究の質を上げることへの意識が高まった。
GIR 研究チームでの活動を通して得たもの
   ・ 海外メンバーを通して出会った研究者が新たにチームに参画
国際共著論文の増加から得たもの
   ・ 国際学会でのセッション主催 ・ オピニオンペーパーへの執筆等、 様々な機会が増えた
   ・ 共著論文への誘いが増えた

研究課題︓水処理における新規窒素マネジメントシステム
◆2018 - 2021 年度　寺田研究チーム

論文名︓ Organic carbon determines nitrous oxide consumption 
activity of clade I and II nosZ bacteria: Genomic and 
biokinetic insights
Water Research 209 , 117910 (2022)
DOI10.1016/j.watres.2021.117910

Organic carbon determines nitrous oxide consumption activity of clade I 
and II nosZ bacteria: Genomic and biokinetic insights 
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A B S T R A C T   

Harnessing nitrous oxide (N2O)-reducing bacteria is a promising strategy to reduce the N2O footprint of engi-
neered systems. Applying a preferred organic carbon source as an electron donor accelerates N2O consumption 
by these bacteria. However, their N2O consumption potential and activity when fed different organic carbon 
species remain unclear. Here, we systematically compared the effects of various organic carbon sources on the 
activity of N2O-reducing bacteria via investigation of their biokinetic properties and genomic potentials. Five 
organic carbon sources—acetate, succinate, glycerol, ethanol, and methanol—were fed to four N2O-reducing 
bacteria harboring either clade I or clade II nosZ gene. Respirometric analyses were performed with four N2O- 
reducing bacterial strains, identifying distinct shifts in DO- and N2O-consumption biokinetics in response to the 
different feeding schemes. Regardless of the N2O-reducing bacteria, higher N2O consumption rates, accompanied 
by higher biomass yields, were obtained with acetate and succinate. The biomass yield (15.45 ± 1.07 mg- 
biomass mmol-N2O−1) of Azospira sp. strain I13 (clade II nosZ) observed under acetate-fed condition was 
significantly higher than those of Paracoccus denitrificans and Pseudomonas stutzeri, exhibiting greater metabolic 
efficiency. However, the spectrum of the organic carbon species utilizable to Azospira sp. strain I13 was limited, 
as demonstrated by the highly variable N2O consumption rates observed with different substrates. The potential 
to metabolize the supplemented carbon sources was investigated by genomic analysis, the results of which 
corroborated the N2O consumption biokinetics results. Moreover, electron donor selection had a substantial 
impact on how N2O consumption activities were recovered after oxygen exposure. Collectively, our findings 
highlight the importance of choosing appropriate electron donor additives for increasing the N2O sink capability 
of biological nitrogen removal systems.   

1. Introduction 

Nitrous oxide (N2O) is an important ozone-depleting substance and 
powerful greenhouse gas that is approximately 265 times more potent 
than CO2 (Ravishankara et al., 2009; IPCC, 2014). The atmospheric N2O 
concentration has gradually increased by 0.73 ppb per year over the last 
three decades (Tian et al., 2020). Although N2O emissions are mainly 
derived from agricultural activities (Reay et al., 2012), the contribution 

from wastewater treatment plants (WWTPs) should be closely moni-
tored. The necessity for this is indicated by recent reports claiming that 
the amount of N2O emitted during biological nitrogen removal in 
WWTPs accounts for 0–14.6% of a total nitrogen load and is more 
substantial than initially expected (Law et al., 2012; Yoon et al., 2017). 
N2O is produced during biological nitrogen removal in WWTPs, e.g., 
from ammonia oxidation, nitrifier denitrification, and incomplete het-
erotrophic denitrification (Kampschreur et al., 2009). Therefore, recent 
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